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発
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六
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三
年
十
二
月
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図

一

七

非

売

品

前
坂
井
郡
春
江
町
教
育
長
の
故
巨
回
元
尚
氏
の
遺
の

J
一
歳
児
と
ど
ろ
ん
こ
遊
び
8

グ
祖
父
母
の
英
知
を

稿
集
で
、
一
周
忌
を
迎
え
た
さ
き
ほ
ど
、
長
男
の
尚
大
切
に
e

p
子
ど
も
に
と
っ
て
「
家
庭
」
と
は
。
な
ど

彦
氏
(
県
立
金
津
高
校
教
諭
)
の
手
に
よ
り
刊
行
き
で
は
、
教
育
の
座
標
軸
を
「
家
庭
」
に
求
め
ね
ば
な

れ
た
。
元
尚
氏
は
昭
和
十
一
年
よ
り
戦
前
・
戦
後
を
ら
な
い
こ
と
を
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
例
に
よ
り
平
易
な

通
じ
て
学
校
教
育
一
す
じ
に
精
進
し
、
県
教
育
研
究
表
現
で
、
し
か
も
迫
力
の
あ
る
タ
ッ
チ
で
述
べ
る
と

所
長
を
最
後
に
勇
退
後
は
、
さ
ら
に
町
教
育
長
・
青
こ
ろ
か
ら
、
教
育
関
係
者
は
も
ち
ろ
ん
一
般
読
者
の

少
年
育
成
県
民
会
議
副
会
長
・
全
国
町
村
教
育
長
会
胸
に
い
た
く
訴
え
る
で
あ
ろ
う
。

副
会
長
な
ど
の
要
職
に
就
き
、
県
下
教
育
界
の
発
展
、
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み
は
巨
田
尚
彦
氏
(
坂

と
り
わ
け
青
少
年
の
健
全
育
成
に
大
い
に
尽
力
し
た
。
井
郡
春
江
町
西
長
田
三
四
|
三
〔

O
七
七
六
l
七
二
一

そ
の
聞
の
貴
重
な
体
験
や
教
訓
に
つ
い
て
書
き
残
し
一
二
四
〕
)
ま
で
。

た
数
多
く
の
論
稿
・
評
論
・
随
想
な
ど
を
ま
と
め
て

一
本
に
し
た
い
と
、
三
年
ほ
ど
以
前
か
ら
編
集
を

す
め
、
書
名
も
「
ま
ろ
や
か
な
心
L

と
決
め
て
い
た
。

と
こ
ろ
が
、
昨
年
一
月
急
逝
し
た
た
め
、
尚
彦
氏

が
父
親
の
遺
志
を
受
け
継
ぎ
、
遺
稿
約
一
五

O
編
を
書

整
理
し
、
さ
ら
に
友
人
や
知
人
か
ら
の
追
悼
文
を
加

え
て
公
刊
に
こ
ぎ
つ
け
た
の
で
あ
る
。
内
容
は
二
部

構
成
で
、
第
一
部
「
子
ど
も
と
父
母
と
学
校
と
」
で

は
、
。
子
ど
も
の
願
い
と
児
童
心
理
グ
グ
親
の
ね
が
い

グ
親
の
言
い
分
、
子
ど
も
の
言
い
分
。
な
ど
の
テ

l

マ
か
ら
な
る
が
、
い
ず
れ
も
長
年
の
生
き
て
働
く
教

育
実
践
を
ふ
ま
え
た
だ
け
に
、
き
わ
め
て
説
得
力
に

富
ん
で
い
る
。
第
二
部
「
教
師
も
家
庭
も
社
会
も
」
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